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毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

ちゃん上
田
市
を
拠
点
に
、
県
内
に
44
の
事
業

所
を
展
開
す
る
敬
老
園
。
そ
の
中
で

も
今
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
の
が
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム「
す
わ
べ
敬
老
園
」で
す
。

こ
こ
で
働
く
介
護
福
祉
士・
金
井 

和
さ
ん

は
、
４
月
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
。

も
と
も
と
介
護
と
は
別
の
道
を
め
ざ
し
て
い

ま
し
た
が
、高
校
卒
業
を
目
前
に
ケ
ガ
を
し

て
２
カ
月
ほ
ど
の
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
中
で
介
護
を
さ
れ
る
側
と
し
て
こ
の
職

業
に
触
れ
た
こ
と
で「
人
と
関
わ
り
、
心
の

ケ
ア
を
す
る
」仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
、

進
路
を
変
更
し
ま
し
た
。そ
し
て
敬
老
園
が

経
営
す
る
上
田
福
祉
敬
愛
学
院
で
介
護
を
勉

強
。一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
と
密
に
関
わ
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、従
来
型
で
は
な
く

全
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
ケ
ア
を
行
う
こ
の
施

設
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
各
個
室
を
入
居
者
の
家
と
考
え

「
生
活
に
お
邪
魔
し
て
介
護
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
」気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

金
井
さ
ん
。そ
の
働
き
ぶ
り
を
副
施
設
長
の

萩
原
さ
ん
は「
本
当
に
入
居
者
さ
ん
の
こ
と

が
好
き
だ
と
感
じ
る
接
し
方
で
、皆
さ
ん
の

表
情
や
反
応
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
」と
評
価
し
ま
す
。
実
際
、
金
井

さ
ん
の
仕
事
風
景
を
眺
め
る
と
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
金
井
さ
ん
と
話
す
入
居
者
の
皆
さ
ん

の
姿
や
、相
手
へ
の
心
か
ら
の
思
い
や
り
を

感
じ
る
よ
う
な
金
井
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
、互

い
に
よ
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
金
井
さ
ん
の
何
よ
り

の
強
み
は
、自
身
が
入
院
に
よ
っ
て
生
活
介

助
を
受
け
る
経
験
を
し
た
こ
と
で
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
ケ
ア
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
の
配
慮
が
、入
居
者
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
は
り『
あ
り
が
と
う
』と
言
わ
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、頼
り
に
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
で
自
分
の
存
在
価
値
も
見
出
せ
、や

り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
ん
な
金
井
さ
ん
の
目
標
は
、認
知
症
の

高
齢
者
に
対
し
て
、そ
の
時
々
で
最
善
の
ケ

ア
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。と
い
う
の

も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
、
周
囲
の
関
わ
り

方
や
ケ
ア
に
よ
っ
て
認
知
症
の
高
齢
者
の
症

状
に
変
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
か

ら
で
す
。

　
「
認
知
症
の
方
は
周
り
の
環
境
に
よ
っ
て

症
状
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
認
知

症
の
方
の
個
別
ケ
ア
を
考
え
る
上
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
生
活
習
慣
や
人
間
関
係
を
知
る

こ
と
が
重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。特
に
新
し

い
施
設
で
あ
る
こ
こ
は
環
境
が
変
わ
っ
て

落
ち
着
か
な
い
人
も
い
る
た
め
、常
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
い
ま
す
。今
後
は

も
っ
と
認
知
症
に
つ
い
て
の
研
修
や
勉
強
を

重
ね
、そ
の
方
に
と
っ
て
の
最
善
の
ケ
ア
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
を
自

分
の
糧
と
す
る
こ
と
で
、真
摯
に
介
護
と
向

き
合
う
金
井
さ
ん
。そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
勢

が
、
入
居
者
や
職
員
か
ら
の
信
頼
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

経
験
を
生
か
し
、相
手
の
立
場
で

常
に
最
善
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
─
─

社会福祉法人敬老園
すわべ敬老園

金井 和
のどか

さん

入居者の笑顔のために思いやりと
コミュニケーションを大切に

常に人と関わるこの仕事は、
相手とのコミュニケーショ
ンが不可欠です。そこで人
と接するのが好きで思いや
りがある人、相手の気持ち
をくみ取り行動に移せる人
が向いているのではないで
しょうか。大変な仕事では
ありますが、私は日々、入居
者さんから勉強をさせてい
ただいています。「ありがと
う」の言葉を聞くたびに、と
てもやりがいを感じます。

人生経験豊富な高齢者から励まされる
ことも多いやりがいある仕事

まずはチャレンジしてほしい。
きっとこの仕事の楽しさがわかります

この仕事は一生懸命に関わっ
た分だけ相手の満足や笑顔と
なって返ってきて、喜びや幸
せを生み出せる、ほかにはない
やりがいがあります。特に特
養は人生の最期を迎える場所
として選んできていただいて
いるので責任は重大ですが、
だからこそ「ここにきてよかっ
た」と言ってもらえる施設を作
るのが私たちの目標です。

萩原哲広さん
（副施設長）

法人内の認定こども園に子
どもを預けながら働いてい
ます。職場内の協力体制が
整っているので無理なく働
けています。この仕事は努力
した分、自信になり、将来身
内で介護が必要になれば対
応もできます。日々勉強は必
要ですが仲間と相談しなが
ら働けるので、難しく考えず
飛び込んでみてください。

宮沢千春さん
（ケアマネジャー）

入職して1カ月ほど経ち、少しずつ一人でできる仕事も増えて
きた金井さん。学校で学んだ基礎と異なり「現場では一人ひと
りの介助方法が違うため、臨機応変な対応が求められる」そ
うで、入居者の表情や行動から気持ちを読み取って柔軟に対
応するためにも、普段の生活をしっかりと理解することを大切
にしていると言います。また、自分の気分の浮き沈みを仕事に
出さないよう、常に笑顔で接することも心がけています。

上田市出身、東御市在住。高校卒業後にケ
ガをして2カ月に及ぶ入院生活を送ったこと
で介護の仕事を知り、それまでの進路を変
更して敬老園が経営する上田福祉敬愛学院
に進学。学生会の副会長を務めた。本人の
希望により敬老園経営のケアハウスでのア
ルバイトも経験。在学中に介護福祉士の資
格も取得。平成28年4月より現職。
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福
祉・
介
護
の
職
場
で
将
来
を

見
据
え
て
働
き
続
け
る
た
め
に

「
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
モ
デ
ル
」に
つ
い
て

1

長
野
県
福
祉・
介
護
人
材
確
保

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
取
組
み

2
「
福
祉・介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
モ
デ
ル
」に
つ
い
て

3
「
長
野
県
介
護
職
員
モ
デ
ル
給
与

規
程
」に
つ
い
て

4

活
用
方
法
と

期
待
さ
れ
る
効
果

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
今
後
ま
す
ま
す
福
祉
・
介
護
人
材
の
確

保
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
に
は
長
野
県
で
約
8
0
0
0

人
の
人
材
が
不
足
す
る
と
い
わ
れ
、
質
・
量

の
両
面
か
ら
の
取
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
福
祉
人

材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
今
後
の
取
組
み

を
検
討
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
関

係
者
、
有
識
者
に
よ
る
長
野
県
福
祉
・
介
護

人
材
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
立
ち
上

げ
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
事
務
局
：
長
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県
社
協
か
ら
の

イ
チ
オ
シ
情
報

　

本
モ
デ
ル
で
は
、
新
任
職
員
・
中
堅
職
員
・

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
管
理
者
・
上
級
管
理
者
の

５
階
層
に
区
分
し
、
各
階
層
の
職
務
内
容
や

求
め
ら
れ
る
能
力
・
役
割
、
対
応
す
る
研
修
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
人
材
育
成
部
会
の

委
員
で
あ
る
高
崎
健
康
福
祉
大
学
の
永
田

理
香
准
教
授
が
講
師
を
務
め
る「
長
野
県
委

託
福
祉
職
員
生
涯
研
修
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
養
成
研
修
」で
の
受
講
生
の
演
習
実

績
等
も
参
考
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
職
務
内
容
、
求
め
ら
れ
る
能
力
、
役
割
を キャリアマネージャー養成研修の様子

キャリアパスモデル・イメージ

「
組
織
性
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
専
門
性
」と
し
て
、
各
段
階
で
必

要
な
資
格
・
ス
キ
ル
を
見
直
し
、
介
護
職
員
の

給
与
目
安
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
長
野
県
介
護
職
員
モ
デ
ル
給
与
規
程
」

は
、
国
や
専
門
機
関
の
統
計
等
に
加
え
、
長

野
県
内
で
介
護
事
業
を
行
う
法
人
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
実
際
に
現
場
で
適
用
さ
れ
て
い

る
給
与
規
程
等
を
参
考
に
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

各
法
人
が
導
入
・
活
用
で
き
る
よ
う
、
給

与
、
手
当
等
の
各
条
文
を
構
成
し
、
一
覧
表

に
よ
り
初
任
給
や
給
与
、
諸
手
当
の
目
安
額

等
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
事
制
度
の
項
目
で
は
人
事
評
価

基
準
を
示
し
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
評

価
制
度
を
参
考
例
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
の
検
討
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
画
し
た
杉
山
社
会
保
険
労
務

士
事
務
所
代
表
の
杉
山
逸
人
社
会
保
険
労
務

士
は
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
併
せ
て
賃
金
制

度
や
人
事
評
価
制
度
を〝
見
え
る
化
〟
す
る

こ
と
で
、
透
明
性
や
納
得
性
が
高
ま
り
、
職

員
の
成
長
意
欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
話

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
で
活
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
各
事

業
所
の
実
態
に
あ
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

現
場
で
働
く
介
護
職
員
へ
の
情
報
提
供
や
作

成
過
程
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
事
業
所
内
で

十
分
に
内
容
を
検
討
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
社
会
保
険
労
務
士
、
労
働
基

準
監
督
署
等
の
専
門
家
及
び
関
係
機
関
等
に

相
談
の
う
え
、
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
以
下
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

平
成
27
年
度
に
は
、
こ
の
会
議（
人
材
育

成
部
会
）
の
中
で
、
平
成
23
年
度
に
暫
定
版

と
し
て
公
表
し
て
い
た「
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
モ
デ
ル
」の

内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
、「
長
野
県
介
護

職
員
モ
デ
ル
給
与
規
程
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
〝
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
〟と
は
、
ど
の
よ
う
な
職

務
に
ど
の
よ
う
な
立
場
で
就
く
か
、
ま
た
そ

こ
に
到
達
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
経
験
を

積
み
、
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

か
、
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の

道
筋（
人
材
育
成
制
度
等
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
長
野
県
か

ら
委
託
を
受
け
て
平
成
24
年
度
か
ら
福
祉
職

員
生
涯
研
修
を
実
施
し
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

構
築
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

職務階層 対応役職
（例示）

組織性
キャリア
パス対応
生涯
研修課程

専門性

必要
経験
年数

給料
月収
（円)

各種
手当 賞与

職務内容（職種共通） 求められる能力・役割
（職務階層定義）

必要とされる資格及び職
種ごとに求められる能力向
上のための研修等

第
5
段
階

トップマネジメン
トリーダー

シニアマネジャー
（上級管理者）

代表者
施設長（１）
（部長）

①�組織の理念・方針の明示・浸透
②�組織の理念・方針に基づいた経営の改善
③�組織の活性化に向けた職場環境の整備
④�人材育成体制及び人事評価制度の構築
⑤�地域の社会資源との連携体制の構築

①�運営統括責任者として、組織の理念・
方針を明示し、地域社会に理解・浸透
させるための取組を行う。
②�組織の理念を達成するための人事・財
務・労務の方針を決め、経営を改善する。

（一部省略しています）

上級
管理者

省略

第
4
段
階

マネジメント
リーダー
マネジャー
（管理者）

施設長（２）
小規模事業
管理者
部門管理者
（課長）

①�組織の理念・方針に沿ったサービスの
管理・調整
②�組織の理念・方針を達成するための改
善策の提案

（一部省略しています）

①�組織、職場の理念、運営方針、目標
に沿ったサービスの提供と管理を行う。
②�組織の理念・方針を達成するため、人
事・財務・労務の現状を分析し、改善
策を提案する。

（一部省略しています）

管理者

第
3
段
階

チームリーダー
リーダー
（職員Ⅲ）

（係長）
主任

①�組織の理念・方針に沿ったチームの管
理・調整
②チームの目標設定と課題解決
（一部省略しています）

①�組織の理念・方針に沿って、チームリー
ダーとして職員と信頼関係を築き、管理・
調整をする。
②�チームの業務を振り返り、目標を設定し、
部下と共に課題解決を行う。

（一部省略しています）

リーダー 8年
以上

第
2
段
階

メンバーⅡ
スタッフⅡ
（職員Ⅱ）

職員
（一般）

①組織の理念・方針の理解
②担当業務における問題点の明確化
（一部省略しています）

①�組織の理念・方針に基づき自立して担
当業務を行う。
②�担当業務における課題を発見し、課題
の解決に努める。

（一部省略しています）

中堅職員 3年
以上

第
1
段
階

メンバーⅠ
スタッフⅠ
（職員Ⅰ）

職員
（新任）

①組織の理念・方針の把握
②担当業務の振り返り
（一部省略しています）

①組織の理念、方針及び目標を把握する。
②�日常業務を振り返る習慣を身につけ、
課題を見つけるための視点を獲得する。

（一部省略しています）　
　　　　　

新任職員 3年
未満

　

長
野
県
及
び
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
本
モ
デ
ル
を
市
町
村
、
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
町
村
教
育
委
員
会
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
高
等
学
校
等
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
の
モ
デ
ル
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
関
わ
る
比
較
的
大
規
模
な
法
人（
職
員

数
１
０
０
人
以
上
）の
規
程
等
を
参
考
に
し

て
お
り
、
今
後
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

お
い
て
中
小
規
模
法
人
版
の
作
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

≪職種≫
介護職員
相談員・支援員
保育士・児童指導員
看護師
介護支援専門員
栄養士・調理員
事務員

≪資格、研修≫
キャリア段位制度
介護福祉士
社会福祉士
精神保健福祉士
相談援助専門研修
看護専門研修
介護支援専門員研修
栄養基礎研修　
　　　　　
等

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
モ
デ
ル
及
び
モ
デ
ル
給
与
規
程
は
長

野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/chiiki-

fukushi/kenko/fukushi/kaigo/m
odel-

kyuuyo.htm
l

①
法
人
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、�

人
事
制
度
を
充
実
す
る
た
め
の
１
つ
の
指
標

と
な
り
、
自
事
業
所
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
制

構
築
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築
に
介
護
職
員
が
参

画
し
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
が
適
正
に

運
用
さ
れ
る
こ
と
で
介
護
の
仕
事
に
携
わ
る

方
が
将
来
を
見
据
え
て
働
く
こ
と
が
で
き
、

介
護
職
員
の
定
着
・
離
職
防
止
を
促
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

③
学
生
や
求
職
者
な
ど
介
護
の
仕
事
を
目
指

す
方
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
や
給
与
制
度
等
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ

と
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
を
描
く
こ

と
が
で
き
、
福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
。�

④
法
人
又
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
構
築
が
進
む
こ
と
で
、
職
員
の
役

割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
、
人
材
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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平
成
22
年
、
認
知
症
を
支
え
る
為
の
養

成
講
座
を
受
講
、
専
門
研
修
を
経
て
現
在

8
名
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
し
て
啓
発
活
動

に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
、
長

野
県
小
学
校
教
育
課
の
先
生
方
、
お
茶
の

間
サ
ロ
ン
等
、
皆
様
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
内
容
を
変
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
の
場
合
は
、
参
観
日
に
親
子
で
一
緒

に
考
え
て
頂
け
る
様
に
、
そ
し
て
家
族
の

皆
様
で
も
う
一
度
盛
り
上
が
っ
て
頂
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
始
め
に
紙
芝
居
、

次
に
パ
ネ
ル
で
説
明
し
な
が
ら
寸
劇
を
交

じ
え
分
か
り
易
く
進
め
て
い
ま
す
。
時
に

は
受
講
席
に
も
入
り
問
題
提
起
を
し
た

り
、
子
供
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
認
知
症

の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
は
ど
う
接
し
た
ら
良
い

か
を
尋
ね
て
み
た
り
と
参
加
型
で
進
め
て

い
き
ま
す
。
思
わ
ぬ
素
晴
ら
し
い
答
え
が

か
え
っ
て
き
ま
す
。
メ
イ
ト
の
活
動
は
特

別
な
事
を
す
る
の
で
は
な
く
認
知
症
の
病

気
を
正
し
く
理
解
し
て
、
そ
の
御
家
族
を

暖
か
く
見
守
っ
て
頂
け
る
よ
う「
伝
え
る

工
夫
」を
特
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

又
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
と
て
も
大
切
な

場
所
な
ん
で
す
ね
。
認
知
症
者
と
介
護
者

が
終
日
一
緒
だ
と
す
べ
て
が
向
き
合
っ
て

し
ま
い
、
お
互
い
に
疲
労
が
蓄
積
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
二
人
で
お
出

掛
け
頂
き
、
介
護
者
の
方
々
に
も
ほ
っ
と

し
た
時
間
を
も
っ
て
頂
け
る
場
所
に
な
れ

る
よ
う
に
私
達
メ
イ
ト
も
共
に
楽
し
く
明

る
く
過
ご
し
ま
す
。（
松
代
地
区
オ
レ
ン

ジ
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト 

元
民
生
児
童
委

員 

丸
山 

う
た
子
）

団体名／オシャレ手芸部（安曇野市 三郷地区）
問合せ先／安曇野市社会福祉協議会三郷支所

（TEL 0263-77-8080）

　ちっちゃな子どもたちを連れたママたちが、安曇野市社会福祉協議会三郷支所の

和室に集まります。ここは手芸やおしゃべりを楽しむママたちの会「オシャレ手芸部」。

7年前の発足以来、お盆やお正月を除いた毎週月曜日の午前中に活動しています。

　「結婚を機に移り住んだが、知り合いがいなくて誰とも喋らなかった」、「子ども

を連れてどこかに遊びに行きたかった」など。そんなママたちをつないだのがこ

の居場所です。参加の仕方は人それぞれ。おしゃべりでリフレッシュする人、作

品作りに集中する人、手が空いて子どもたちの面倒を見る人…。子どもが大きく

なって、ママだけ参加する人もいます。

　6年前からは、会場内のデイサービスで手芸ボランティアを行っています。

「きっかけは社協からの依頼ですが、いつもお世話になっているので、そのお返

しができれば」。利用者が時間内に完成でき、尚且つ達成感をもってもらえるよ

う工夫しています。その他、年に数回の作品販売会では、売り上げの一部を三郷

支所に寄付しています。「一人では無理だけど、みんなでなら出せるので」

　また、手芸が苦手なママたちの依頼を受けて、入園グッズ等の手作りもします。

「できない時はできる人にお願いするっていうのもアリですよね」

　ちょっと生きづらい経験をしたママだからこそ、同じ思いの人に寄り添い、幸

せのおすそ分けができるのかもしれません。

　いつもありがとう。私ができることを、できる時にお返ししますね。そんなお互

いさまの「支え合う」関係が、ママたちの笑顔から見えた気がします。

ボランティアって時間や経済的に余裕のある人が行うものでしょ？「支え合う」とは言っても、一方的な「支え」に
なるのはある意味、仕方ないよね？こんなもやもや感を笑顔で払拭してくれる団体がありました。

福
祉
団
体
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

認
知
症
を
学
び
、地
域
で
支
え
る
オ
レ
ン

ジ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
活
動
に
つ
い
て

02vol.

〒380-0928長野市若里7-1-7
社会福祉法人長野県社会福祉協議会
TEL�026-225-1613　FAX�026-228-0130

上：ママは制作中。赤ちゃんは別のママが抱っこ。
下：作品販売会はいつも地域の人たちで大賑わい
です。

松代地区オレンジキャラバン（長野市松代）

寸劇で認知症の役を熱演

長野県民生委員
児童委員協議会連合会

住民主体の福祉活動地域づくりレポート

団
体
紹
介

　

長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会
は
、
県
内
19
市
の
民
生
児
童
委
員

協
議
会
と
町
村
な
ど
、2
8
4
の
単
位
民

生
児
童
委
員
協
議
会
で
構
成
す
る
組
織
で

す
。
長
野
県
内
に
は
、
5
2
0
0
余
名
の

委
員
が
お
り
、
今
日
の
急
速
な
高
齢
化
の

進
展
、
世
帯
構
成
の
変
化
や
人
間
関
係
が

希
薄
化
す
る
中
で
様
々
な
課
題
を
抱
え
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
が
増
加
し
て
お

り
、
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
課
題
を
抱
え
た
人
々
の
福
祉
へ
の「
つ
な

ぎ
役
」と
し
て
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
連
合
会
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
良
好

な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
委
員
の
資
質
向

上
研
修
、
委
員
の
疾
病
や
災
害
に
よ
る
家

屋
の
損
壊
な
ど
に
対
し
て
見
舞
金
を
贈
る

互
助
事
業
や
民
生
委
員
児
童
委
員
関
係
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
、
民
生
委
員
制
度
が
創

設
し
て
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
が
さ
ら
に
充

実
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

「支える」じゃなくて、
あなたと私で「支え合う」。

昭和 27 年1月11日　第三種郵便物認可第 732 号　平成 28 年 5 月25日発行

生 き るし あ わ せ

は た らくよ ろ こ び

地 域 と い っ し ょ に
社会福祉法人 花工房福祉会
〒381-2226 長野県長野市川中島町今井 1387 番地 1
TEL:026-283-4187 / FAX:026-283-8703
E-mail:ecorn87@mx1.avis.ne.jp　http:/www.hanakobo-fukushikai.jp/
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Ａ
さ
ん
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
定
時

制
に
通
い
な
が
ら
県
内
で
正
規
雇
用
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
職
場
の
仲
間
に

誘
わ
れ
て
県
外
の
車
関
係
の
派
遣
の
仕
事

に
就
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
20
数
年
間
派

遣
を
転
々
と
し
、
派
遣
の
大
変
さ
辛
さ
を

味
わ
い
、
家
庭
の
事
情
か
ら
帰
省
し
ま
し

た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
同
行
支
援
を
し
、

ま
い
さ
ぽ
に
直
接
連
れ
て
行
っ
て
話
も
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
祉
事
務
所
・
ま
い
さ

ぽ
・
労
協
な
が
の
で
支
援
調
整
会
議
を
２

回
行
い
、
Ａ
さ
ん
は
就
労
準
備
支
援
の
対

象
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｋ
さ
ん
は
、
毎
朝
８
時
25
分
に
必
ず
来

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
生
活
の
リ
ズ
ム
と
な

り
、
こ
こ
で
仲
間
が
で
き
、
自
分
の
こ
と

を
正
直
に
た
く
さ
ん
話
し
ま
し
た
。「
俺

は
１
週
間
分
を
今
日
１
日
で
話
し
た
」生

き
方
を
学
ん
だ
と
き
は
、「
な
あ
ん
だ
。
そ

う
な
の
か
」「
や
っ
て
み
た
ら
私
も
で
き

ま
し
た
」Ｋ
さ
ん
は
大
き
く
変
容
し
、
周

り
の
人
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
さ
ん
は
、
短
期
間
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

で
、
労
協
な
が
の
へ
一
般
就
労
し
ま
し

た
。
仕
事
の
休
み
の
時
は
こ
こ
に
来
ま

す
。
就
労
が
定
着
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
関
係
機
関
の
方
々
が
よ
く

見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
歓
迎
い
た

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
寄
り
く
だ
さ

い
。
関
係
づ
く
り
と
支
援
に
つ
な
が
る
と

と
い
い
で
す
ね
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
労
協
な
が
の
県
中
西
部
担
当 

橋
詰

就
労
支
援
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

ま
い
さ
ぽ
レ
タ
ー
と
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」に
基
づ
き
県
内

23
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ま
い
さ
ぽ
）の
支

援
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
、本
会
相
談
事
業

部
が
各
ま
い
さ
ぽ
や
福
祉
事
務
所
へ
定
期
的
に
配
信
し
て
い
る
も
の
で

す
。今
回
は
、平
成
28
年
2
月
19
日
に
発
行
さ
れ
た
第
6
号
の
中
か

ら
、『
関
連
情
報
』の
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

まいさぽ

レター
就
労
準
備
支
援
事
業
の

現
場

「
労
協
な
が
の
」就
労
準
備
支
援

事
業
の
取
り
組
み

就労支援準備事業

生活困窮者自立支援法に定め

る任意事業の一つで、就労に

向けた準備が必要な方に対し

て、日常生活や社会生活を含

め就労自立のための訓練支援

を行なう。

～利用者の声～
「今まで人前で話をしたことがほとんどなかった。ここに来て人前で話をする

ようになって今までの自分じゃない自分を感じる」（60代男性）

「ここではみんなが本音で語り合えて、励まし合って、一緒にこれからのことを

考えられる」�（60代男性）

「ここで失敗したことが、これが仕事だったらと考えたら夜心配で不安になっ

た。けれどそんな悩みをここにきて話すことができた」（40代男性）

1日の流れ

�8:30 ～��8:40 出社

�9:00 ～��9:50 挨拶・清掃

�9:50 ～ 10:00 休憩

10:00 ～ 10:50 グループワーク

10:50 ～ 11:00 休憩

11:00 ～ 11:30 やすらぎの時間

11:30 ～ 11:45 清掃

11:45 ～ 12:00 ふり返り

12:00 退社

12:30 ～ 個別相談

（概略版）

vol.6生活困窮者自立支援制度の目標の一つに「生活困窮者支援を通じ
た地域づくり」があります。このコーナーでは、その部分に着目して、
各地の生活就労支援センター“まいさぽ”の取り組みを紹介します。

まいさぽ伊那市（伊那市生活就労支援センター）
〒396-0023�伊那市山寺298-1�伊那市福祉まちづくりセンター内
TEL�0265-72-8186　FAX�0265-98-0363　
�対象エリア／伊那市　人口／69,327人
（H28.5.1現在※住民基本台帳より）

各担当者が一緒に対応でき、さまざまなところを紹介でき

ることがメリットです」と北原主任相談支援員は話します。

　また、伊那市社会福祉協議会では居場所支援として“ぷ

りむら”を開設しています。「“ぷりむら”は利用者を限定し

ていないので参加しやすく、参加した方が“まいさぽ”を

知って相談に来たり、“まいさ

ぽ”で相談を受けた結果、“ぷり

むら”を紹介するなど相互に連

携が取れています。ボランティ

アセンターも同様で、社協内で

チーム支援ができるのが強み

です」と北原主任相談支援員は

話していました。

　伊那市社会福祉協議会が受託をするまいさぽ伊那市で

は、市内の民生委員・児童委員を対象に「生活困窮者及び

社会的ひきこもり者に関する調査」を実施しました。

　北原主任相談支援員は、「相談支援を行う中で、高齢の

親と無職の子どもの世帯で複雑な問題に遭遇することが多

かったため、同様の問題がどの程度潜在しているのか実態

を把握したかった」と話します。結果は、働ける世代だが就

労していないため困窮状態にある世帯、困窮状態のおそれ

がある世帯、双方とも二桁以上の数字が挙がってきたとの

こと。「既に困窮状態にある世帯はすぐに支援をしていきた

い。また、今後困窮のおそれのある世帯についても気にして

いかなければいけないと感じる」と話します。この他、学校

中退者で困窮状態に陥る方もいるため、学校との連携にも

取り組んでいるとのこと。「関係機関と連携しながら早期の

段階で把握して取り組んでいきたい」と北原主任相談支援

員は話します。

　「まいさぽ伊那市は、生活福祉資金貸付相談と心配ごと

相談を同じ部屋で実施しているため、一つの相談に対して

■ 民生委員・児童委員と連携したニーズ調査

■ 社協内でチーム支援

まいさぽ情報

旅とアートが
テーマの新 刊 書 店

〒380-0836 長野県長野市南県町 1069
11：00～20：00（平日朝 7：30～朝カフェ）

木曜定休
TEL / FAX 026-217-5687

http://chan-nel.jp/
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

平成28年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶補償金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円

（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円

（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金補償限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
TEL：０３（３５９３）６８２４〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

◆ 28年度新設 使用者賠償責任補償（プラン３-①オプション） 
 社会福祉法人役員の賠償責任補償（プラン４）

〈SJNK15-17043 2016.02.18作成〉

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成28年度

補償金額（保険金額）補償金額（保険金額） 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,200万円 1,800万円
1,200万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

300円 450円

430円 650円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
ＴＥＬ：０３（３５９３）６８２４
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈SJNK15-17042（2016.02.18 作成）〉

〈引受幹事
保険会社〉

　

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の
自
立
を
支

援
し
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

を
め
ざ
し
て
平
成
7
年
に
松
本
市
中
山

に
誕
生
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設「
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
」。
設
立
20
周
年
を
機
に
平

成
27
年
か
ら
開
始
し
た
の
が
、地
域
住
民

の
た
め
に
施
設
を
開
放
し
、介
護
予
防
を

含
め
た
幅
広
い
健
康
づ
く
り
活
動
を
行

う「
ロ
ー
ズ
カ
フ
ェ
」で
す
。認
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
運
動
を
合
わ
せ
た「
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
」や
小
物
の
手
芸
体
験
な
ど
を
楽
し

む
も
の
で
、毎
月
最
終
金
曜
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
毎
回
異
な
り
、
15
回

目
の
開
催
と
な
る
こ
の
日
は
、１
か
ら
順

に
数
を
数
え
な
が
ら
歩
行
を
し
、３
と
４

の
倍
数
の
時
だ
け
拍
手
を
し
て
足
を
外

側
に
踏
み
出
す
と
い
う
複
雑
な
動
き
の

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
し
た
り
、サ
ル
の
布
小

物
を
制
作
し
た
り
。コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は
あ

ま
り
の
難
し
さ
に
職
員
も
で
き
ず
、あ
ち

こ
ち
か
ら
笑
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の「
ロ
ー
ズ
カ
フ
ェ
」、開
始
当
初
は

７
人
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、評
判
が
口

コ
ミ
で
広
ま
り
、
今
で
は
毎
回
10
数
人

が
集
ま
る
ほ
ど
に
。リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い

そ
う
で
、中
盤
に
歌
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

『
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
讃
歌
』を
皆
が
歌
い

慣
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
リ
ピ
ー
ト
率

の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。
最
後
は
本
格
中

華
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
で
終
了
。職
員
が

各
自
宅
ま
で
送
迎
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
料
理
な
ど
を
含
め
て
参
加

費
は
な
ん
と
５
０
０
円
。そ
の
費
用
も
地

域
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
る
の
だ
そ
う

で
す
。長
年
地
域
に
密
着
し
、共
に
課
題

を
見
つ
め
て
歩
ん
で
き
た
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
だ
か
ら
こ
そ
の「
地
域
全
体
を
元
気
に

し
た
い
」と
い
う
心
意
気
が
伝
わ
る
取
り

組
み
で
す
。

（医・福）心泉会�介護老人保健施設�ローズガーデン
〒�390-0823�長野県松本市中山7494-8
TEL�0263-57-8002

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
つ
な
が
り
、

地
域
福
祉
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
事
業
所
・
法
人
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

（
医・福
）心
泉
会
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
ロ
ー
ズ
カ
フ
ェ
」

「
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た
介
護
予
防
」

わ
た
し
た
ち
の
め
ざ
す
地
域
貢
献

02
vol.

昭和 27 年1月11日　第三種郵便物認可第 732 号　平成 28 年 5 月25日発行

広告主
募集中 soumu@nsyakyo.or.jp　〒380-0928 長野市若里 7-1-7

お問い合わせは長野県社会福祉協議会 総務部まで
TEL 026-228-4244
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N.H君はその障害ゆえに周囲の出来事を理解し、他者との関係を上手に作ることが苦手で、
ずいぶんと苦しんできた。支援者も家族もどうしたらいいのかずいぶんと悩み、苦しんできた。
そしてずっと絵を描くことを勧めてきた。絵は同じパターンの人物が登場するが、心がざわざ
わと荒れているときは絵の中に、針や尖った物体が描かれたりもしたらしい。そして穏やかな
状態になると、針は消えた。そしたら時計が表れた。何を意味するものかは不明だが。心がざ
わざわとしているときであれ、穏やかな状態の時であれ、それを表現し、自分の内面を外に表
出することはとても意味があることを教えられる。

作者紹介 『無題』　N.H　14歳　（上田市在住）

クッキー各種…70円～

米粉クッキー…280円
（アレルギー特定原材料27品目 不使用）

木曽の自然の中にある「森のパン工房�ほっぺ」では、
安心安全をモットーにクッキーは生地から全て手作
りしています。郷土の力士を応援する“どすこいくっ
きぃ”や、専用工場で焼く米粉クッキーなど、木曽
郡内道の駅などで販売いたしております♪

（福）木曽社会福祉事業協会
ワークステーションすてっぷ（森のパン工房�ほっぺ）
【就労継続支援Ａ型・就労移行支援事業所】
〒399-5608木曽郡上松町大字荻原1460
TEL�0264-52-2903　FAX�0264-52-2901
（米粉クッキー専用工場）
TEL�0264-52-2904　FAX�0264-52-2901

長野県社会福祉協議会�総務企画部�総務グループ
TEL�026-228-4244　FAX�026-228-0130
E-mail�soumu@nsyakyo.or.jp

平成28年4月1日からの主な改正事項は次のとおりです。
○事業運営の透明性の向上
○財務規律の強化
○地域における公益的な取組を実施する責務
○行政関与の在り方
○介護人材確保に向けた取組の拡大
○福祉人材確保に向けた取組の拡大
○�社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直し

平成29年4月1日の施行予定事項は次のとおりです。
○経営組織のガバナンスの強化
　議決機関としての評議員会の必置化等
○福祉人材センターの機能強化
○介護福祉士の国家資格取得方法の見直しによる資質の向上等

「社会福祉法等の一部を改正する法律」が平成28
年3月31日に成立しました。平成28年4月1日から
順次施行されますが、社会福祉法人は組織、財務規
律等の強化、公益事業への取組等準備を進める必
要があります。今後、政省令が公布され次第、本会
においても迅速な情報発信に努めて参ります。

改正「社会福祉法」が平成28年
3月31日に公布されました

●リニューアルした福祉だより信州はいかがでしたか？
ご感想、お問合せ、掲載希望等は下記へお寄せください。

こころを込めて焼いています♪
パンも焼いています！

今月の逸品


